
平成３０年６月５日（火）川越地区消防局予防課は、危険物事業所「㈱マーレフィルターシステムズ（川越市下赤
坂地内）」の社員約４０名を対象に、危険物による事故を防止するための研修を行いました。

○研修に参加した危険物保安監督者である蓮見さんは、研修を受けて次のように話していました。

「共通認識」というキーワードが出ていましたが、グループ単位、組織単位、会社単位、全てにおいてもっとも大
事な事柄ですね。ゴールを同じにするということだと思います。

「安全」に関する「共通認識」については、積極的に尽力していこうと思います。

【危険物による事故を防げ！】
～事故を防ぐため、㈱マーレフィルターシステムズの社員を対象に研修を行いました。～



≪要約≫

01 ～危険物施設は減っているのに、危険物施設の事故が増えています～

02 ～危険物施設の火災の約８０％は【製造所・一般取扱所】で発生しています。

03 ～火災からの「企業防衛術」～

04 ～安全対策は「共通認識が大切」～

05 ～危険物火災を防ぐ３つのポイント～

06 ～防火アクションプランのススメ～

07 ～東京オリンピック開催に伴う危険物施設の保安対策～

～主な研修内容～（川越地区消防局）



●㈱マーレフィルターシステムズ 防火管理者の関井様からお話を伺いました。

○組織的な危険物災害防止対策
・㈱マーレフィルターシステムズでは、危険物事故を防止するために「緊急事態対応手順書」という
マニュアルを作成し、万が一危険物が漏えいや流出した場合の対応を標準化しています。

また、緊急事態による被害の軽減を図るため、定期に緊急事態対応訓練を行っています。

危険物災害対策 ～㈱マーレフィルターシステムズの災害防止対策～



危険物災害対策 ～㈱マーレフィルターシステムズの災害防止対策～

•自衛消防訓練



危険物災害対策 ～㈱マーレフィルターシステムズの災害防止対策～

・応急手当

㈱マーレフィルターシステムズの応急手当普及員(2名)により、毎年救命救急
講習会を開催しており、現在１１５名の普通救命講習の修了者がおります。


